
東京都
ホール・劇場等連携フォーラム2019

～豊かな創造・鑑賞・参加の場を共につくるために～

東京２０２０オリンピック・
パラリンピックに向けた文化の取組

東京都生活文化局文化振興部

山﨑 利行



オリンピック憲章における文化プログラムの位置づけ

オリンピズムは肉体と意志と精神のすべての資質を高め、バランスよく結合させる生き方の哲学である。

オリンピズムはスポーツを文化、教育と融合させ、生き方の創造を探求するものである。その生き方は努力する

喜び、良い模範であることの教育的価値、社会的な責任、さらに普遍的で根本的な倫理規範の尊重を基盤と

する。（根本原則）

大会組織委員会は少なくともオリンピック村の開村から閉村までの期間、文化イベントのプログラムを催す

ものとする。当該プログラムはIOC理事会に提出し、事前に承認を得なければならない。（第5章第39条）

東京都 東京オリンピック・パラリンピック競技大会組織委員会 国

プログラム・
ロゴマーク

（ロゴ未定）

概要

・2020年の東京を文化の面で盛り上

げるため、東京都等が実施する様々な

文化プログラム

・芸術文化都市東京の魅力を国内外

に発信

・「オリンピック憲章」に基づいて行わ

れる公式の文化プログラム。

・大会ビジョンの実現やオリンピック・

パラリンピックムーブメントを裾野まで

広げる事業を実施

・文化オリンピアードの集

大成として、４つの主催

プログラム及び様々な団

体と連携した共催プログ

ラムを実施

・2020 年以降

を見据え、営利

非営利を問わず、

多様性や国際性

に配慮した取組

を推進

・2020年を契

機に、文化プロ

グラムの中核事

業として、日本

全国でプロジェク

トを推進

東京2020参画プログラム

○公認文化オリンピアード

東京2020 NIPPON
フェスティバル

Beyond2020
プログラム

日本博Tokyo Tokyo FESTIVAL

○応援文化オリンピアード





民間等に対する
助成事業の実施

都が実施する
文化プログラム

・Tokyo Tokyo FESTIVAL助成

・東京芸術文化創造発信助成 ・東京地域芸術文化助成

・芸術文化による社会支援助成

東京都の東京２０２０オリンピックパラリンピックに向けた文化の取組

※文化プログラム全体の取組を「Tokyo Tokyo FESTIVAL」と銘打ち、プロモーションを展開

1

2

・企画公募事業

・TOKYO MET SaLaD MUSIC FESTIVAL[サラダ音楽祭]

・六本木アートナイト ・パリ東京文化タンデム2018

・東京キャラバン ・TURN

・東京大茶会 ・伝承のたまてばこ

・都立文化施設における展覧会、東京都交響楽団による公演 等

○ 東京2020大会を契機に、芸術文化がより身近になり、より多くの人々が芸術文化に日常的に触れ、楽しむ

など、文化の魅力であふれる都市東京を実現

○ そのために、都として様々な文化プログラムを展開するとともに、民間等に対する助成事業も行うことで、より

多くの方々が文化プログラムに参加する機会を積極的に創出

3 他団体との連携 ・組織委員会が実施する東京2020 NIPPONフェスティバル

・都内各地で実施される文化プログラム



都が実施する文化プログラム（例）

TOKYO MET SaLaD MUSIC 
FESTIVAL

都民パフォーマーズコーナー [トパコ]

ＴＵＲＮ

六本木アートナイト

東京大茶会



文化プログラムの考え方

１ 伝統と現代の共存をはじめとした独自性・
多様性を持つ東京の文化を世界に発信

２ 国際的な伝統文化交流を積極的に展開

３ 障がい者、高齢者、子供、外国人等、
国内外のあらゆる人々が参加・交流できる
機会の創出

４ 新たな発想を取り入れた芸術文化活動の推進

５ 次世代を担う人材の育成

６ 都市全体で文化的な祝祭感を創出

７ 国、他の自治体、芸術文化団体等との連携・
協力によるオールジャパンでの気運醸成

大会後のレガシーの創出

１ 都民の芸術文化に触れる機会の増大

２ 地域経済や観光の活性化

３ 世界から「芸術文化都市東京」として評価

４ 人材や芸術文化団体等の成長

５ 芸術文化の力が社会課題の解決に貢献

Ｔｏｋｙｏ Ｔｏｋｙｏ ＦＥＳＴＩＶＡＬが目指すもの




